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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成24年12月20日(2012.12.20)

【公表番号】特表2012-514863(P2012-514863A)
【公表日】平成24年6月28日(2012.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2012-025
【出願番号】特願2011-544842(P2011-544842)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/027    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/198    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  21/30    ５３１Ａ
   Ｇ０２Ｂ   7/18    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成24年10月30日(2012.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　ファセットミラー（１３，１４；４７；６４；６７；７０）を構成する個別ミラー（１
３９）であって、
　該個別ミラー（２１；９９；１１２；１２６；１３８）のミラー本体（７９）が、剛性
のキャリア体（８１）に対して少なくとも１つの傾斜軸を中心に傾斜可能に構成される、
個別ミラー（１３９）において、
　前記少なくとも１つの傾斜軸を中心とした傾斜制御用のアクチュエータ（１１９）が、
　　第１の継手本体に可動に接続される移動電極（１２０）と、
　　第２の継手本体に剛接続される対向電極（１２２）と、
を有し、
　誘電体層（１２３）が、前記移動電極（１２０）と前記対向電極（１２２）との間に配
置され、
　前記対向電極（１２２）は、前記誘電体層（１２３）を介して前記移動電極（１２０）
の接触面部分（１２４）に直接当接し、前記アクチュエータ（１１９）の無力状態では、
離間面部分（１２５）での前記対向電極（１２２）と前記移動電極（１２０）との間隔が
連続的に拡大し、前記移動電極（１２０）が前記第１の継手本体に接続される接続領域（
１２１，１２９）が、前記離間面部分（１２５）に位置付けられ、
　前記移動電極（１２０）は、個別の傾斜位置に応じて、前記離間面部分（１２５）に隣
接する領域を介して、前記誘電体（１２３）にさらに当接することを特徴とする、個別ミ
ラー。
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